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平成 2 6 年 の 農 林水 産統 計（農 林 水 産省 ）に よ ると 国 内 のイ チゴ の 作 付面 積 は，

5 , 5 7 0 h a，収 穫量 約 1 6 万 t で，主 要 卸売 市場 に お ける 売 上 高は 約 1 , 6 0 0 億 円 に の

ぼる ． こ の額 は 青 果物 卸 売 市場 調 査 報告 の 統 計で は 第 1 位 と な る． ま た ， 1 ㎏

当た り の 卸売 価 格 も 1 , 0 4 3 円と 国 産 果実 で は ，お う と うに 次 ぐ 金額 で イ チゴ は

国内 に お いて 極 め て重 要 な 作物 で あ ると い え る． し か し， 近 年 ， ハ ダ ニ 類や ア

ザミ ウ マ 類に 代 表 され る 微 小害 虫 に よる 被 害 が増 加 し ， イ チ ゴ 生産 の 障 害と な

って お り ，生 産 量 や販 売 金 額に 影 響 を与 え て いる ． こ れら の 害 虫種 の 中 で， 特

に， 薬 剤 に抵 抗 性 を発 達 さ せて い る ナミ ハ ダ ニの 被 害 が顕 著 で 生産 活 動 の 重 い

足か せ に なっ て い る．  

そ こで ， 本 研究 に お いて ， ア ザミ ウ マ 類に 対 し て高 い 殺 虫効 果 が 得ら れ てい

る高 濃 度 二酸 化 炭 素（ 以 下 ，C O 2）くん 蒸処 理 技 術（ 関・村 井，2 0 11 ;  S e k i  a n d  M u r a i ,  

2 0 1 2 a ,  b )を イ チ ゴ 栽 培 に お け る 微 小 害 虫 防 除 に 応 用 す る こ と を 目 途 に 高 濃 度

( 6 0 % ) C O 2 くん 蒸 処 理 の 1 )ナミ ハ ダ ニ 雌成 虫 お よび 卵 （ 産下 後 2 4 時 間以内およ

び産 下 後 4 8～ 7 2 時 間以 内 ）に 対 する 殺 虫 効 果 ， 2 )定 植 直 前 の イ チ ゴ 苗（ 品 種 ：

と ち お と め ， 普 通 夜 冷 処 理 苗 ） の 外 観 お よ び 花 芽 形 成 に 及 ぼ す 影 響 ， 3 )イ チ ゴ

栽培 圃 場 での 実 証 試験 に よ る防 除 効 果の 検 討 を行 っ た ．  

その 結 果 ，ナ ミ ハ ダニ 雌 成 虫 に お い ては 2 5℃で は 2 0 時 間， 3 0℃ およ び 3 5℃

で は 1 6 時 間の 処 理 で補 正 死 虫率 が 1 0 0％に 達 し た． 産 下 後 2 4 時 間 以内 卵 に お

いて は ，2 5℃ では 2 0 時間 の 処 理で も 補 正殺 卵 率は 1 0 0 %に 達し な か った が ，3 0℃

およ び 3 5℃ で は 1 2 時間 の 処 理で 補 正 殺卵 率 が 1 0 0％ に 達 した ． 産 下 後 4 8～ 7 2

時間 以 内 の卵 に お いて は ， 2 5℃ では 2 0 時 間の 処 理 でも 補 正殺 卵 率は 1 0 0 %に 達

しな か っ たが ，3 0℃ およ び 3 5℃ で は 1 6 時間 の 処 理で 補 正 殺卵 率 が 1 0 0％に 達 し



た ．ワタ ア ブ ラム シ 無翅 成 虫 にお い て は ， 2 5℃ ， 3 0℃ お よ び 3 5℃ とも 6 時 間 の

処理 で 補 正死 虫 率 が 1 0 0％ に 達 した ． 脱皮 後 3～ 4 日 齢の オン シ ツ コナ ジ ラ ミ 4

齢幼 虫 に おい て は ， 2 5℃ ， 3 0℃ で は 2 4 時 間の 処 理 で補 正 死虫 率 が 7 0～ 8 0 %で

あっ た が ， 3 5℃で は 2 4 時間 の 処 理で 補正 死 虫 率が 1 0 0％ に達 し た ．ま た ，定 植

直前 の イ チゴ 苗 に 高濃 度 ( 6 0 % ) C O 2 く ん蒸 処 理 を 3 0℃ と 3 5℃ に おい て 1 2 時 間 お

よび 2 4 時 間 行 った が ，処理 後 の 枯れ な どの 障 害 ，定 植後 の イチ ゴ の 頂花 房 開 花

に 対 す る 影 響 は 認 め ら れ な か っ た ． 圃 場 に お け る 実 証 試 験 で は ， 高 濃 度

( 6 0 % ) C O 2 く ん 蒸 処 理 区 で は 無 処 理 区 に 比 較 し て ナ ミ ハ ダ ニ の 発 生 が 大 幅 に 抑

制さ れ ， 高い 防 除 効果 が 認 めら れ た ． 以 上 よ り得 ら れ た成 果 か ら， 農 薬 登録 適

用拡 大 が 実現 し た ．これ に よ り開 発 業 者に よ る 高濃 度 C O 2 く ん蒸 処 理 装置 開 発

が行 わ れ ，イ チ ゴ 栽培 で の 実用 化 に 目処 が つ いた ．  


